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無断複製・頒布を禁じます ＬＥＣ東京リーガルマインド 弁理士 

■今年の本試験の総評 

 

・全体的な難易度はやや易しい 

・準用、不準用を含めてマイナー条文からも出題 

・組み合わせ、穴埋め等の形式が様々 

 

 

■科目ごとの講評 

 

＜特実＞ 

・普通 

・出題条文の広さ 

・難しい問題と簡単な問題との差がある 

 

＜意匠＞ 

・易しい 

・ジュネーブが１問にまとまっているため捨てても良かった 

・特許法と共通するテーマ（条文）からの出題が目立つ←最近の傾向 

 

＜商標＞ 

・真の理解が求められる。暗記勉強では難しい。 

・ひっかけのような問題もあり（試験委員の意地悪さ？） 

・判例はエマックスのみ 

 

＜条約＞ 

・ＰＣＴはいくつあるか問題１問のみで点が採りやすい 

・パリは有名な条文からの出題 

・TRIPsは出題範囲が広いが対策しやすい条文のみ（やはり 31条がきた） 

 

＜著不＞ 

・不は、例年通りの難易度 

・割れる問題がなかった 
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■分析 

 

 

 

 

 

  

 

問題数 判例

（肢） 

審査基準、 

便覧、青本

（肢） 

難易度 
択一 個数 その他 

特実 7(35%) 11(55%) 2(10%) ２ ２ 普通 

意匠 8(80%) 2(20%) ― ２ ０ 易しい 

商標 6(60%) ４(40%) ― １ ２ 難 

条約 7(70%) 2(20%) 1(10%) ― ― やや易しい 

著作権 ５(100%) ０ ― ― ― 普通 

不正競争防止法 ５(100%) ０ ― ― ― 普通 

上四法 21(52.5%) 17(42.5%) 2(5%) ― ５％ 普通 

下三法 17(85%) 2(10%) 1(5%) ― ― やや易しい 

合計 38(63%) 19(32%) 3(5%) ５ ４ やや易しい 



本試験データから分析！合否を分ける勉強法教えます！ ◆ 3 

無断複製・頒布を禁じます ＬＥＣ東京リーガルマインド 弁理士 

◆近年の論文試験傾向◆ 

 

 一行・基本 事案解決 措置 論述 手続 

令和５年 特実問題Ⅱ 

意匠 

商標 

特実問題Ⅰ 

意匠 

商標 

特実問題Ⅰ 

意匠 

商標 

特実問題Ⅱ 

意匠 

 

令和４年  

意匠Ⅰ 

商標Ⅰ 

特実Ⅰ 

意匠Ⅱ 

 

特実Ⅰ 

 

商標Ⅱ 

特実Ⅱ 

意匠Ⅰ 

商標Ⅱ 

特実Ⅰ 

令和３年  

 

商標Ⅰ 

特実Ⅰ、Ⅱ 

意匠Ⅰ 

 

 

 

商標Ⅱ 

意匠Ⅱ 

 

特実Ⅰ、Ⅱ 

 

令和２年  

 

商標Ⅰ 

特実Ⅰ 

意匠Ⅰ 

 

 

 

商標Ⅱ 

特実Ⅱ 

意匠Ⅱ 

特実Ⅰ、Ⅱ 

 

令和元年  

意匠Ⅱ 

商標Ⅰ 

特実Ⅰ 

意匠Ⅰ 

 

 

 

商標Ⅱ 

特実Ⅱ 

 

特実Ⅰ、Ⅱ 

 

平成 30年 特実Ⅰ、Ⅱ 

意匠Ⅰ 

商標Ⅰ 

特実Ⅰ 

意匠Ⅱ 

特実Ⅰ 

意匠Ⅱ 

商標Ⅱ 

特実Ⅱ  

平成 29年 特実Ⅰ 

意匠Ⅰ、Ⅱ 

商標Ⅰ 

特実Ⅰ 

 

商標Ⅱ 

特実Ⅱ 

意匠Ⅱ 

商標Ⅱ 

特実Ⅱ 

 

商標Ⅱ 

特実Ⅰ 

平成 28年 特実Ⅰ 

意匠Ⅰ、Ⅱ 

商標Ⅰ 

特実Ⅰ 特実Ⅰ、Ⅱ 

意匠Ⅰ 

商標Ⅱ 

特実Ⅱ  

平成 27年 特実Ⅰ 

意匠Ⅰ 

商標 

特実Ⅰ 

意匠Ⅰ 

商標 

 

意匠Ⅱ 

商標 

特実Ⅱ 

意匠Ⅱ 

商標 

特実Ⅰ 

平成 26年 特実Ⅰ 

 

商標Ⅰ 

特実Ⅰ 

意匠Ⅰ 

商標Ⅱ 

特実Ⅰ、Ⅱ 

意匠Ⅰ 

商標Ⅱ 

特実Ⅱ 

意匠Ⅰ、Ⅱ 

特実Ⅰ 

平成 25年 特実Ⅰ 

意匠 

商標 

特実Ⅰ 

意匠 

商標 

特実Ⅱ 

意匠 

特実Ⅰ、Ⅱ  

平成 24年 特実Ⅰ 

意匠Ⅰ、Ⅱ 

商標Ⅰ 

特実Ⅰ 

意匠Ⅰ 

商標Ⅰ 

特実Ⅰ 

 

商標Ⅰ、Ⅱ 

特実Ⅰ、Ⅱ 特実Ⅰ 
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ＬＥＣ東京リーガルマインド 弁理士 無断複製・頒布を禁じます 

◆合否を分ける勉強法◆ 

 

１．論述力より処理能力 

 ・時間内処理能力を養うことが必要 

・しっかりと深く確実に、知識を増やすことが重要 

・パターンをしっかりと身に着ける 

 

２．過去問の使い方 

 ・過去問だけではインプットのツールとしては不足 

 ・弁理士試験は他試験種と違い、過去問学習がそのまま得点にはつながらない 

 ・学習したことを確認するため該当の過去問に当たるなど、使い方を工夫する 

 

 

◆論文対策として特に必要なこと◆ 

 

「楽は苦の種、苦は楽の種」 

 論文は準備がものをいう。 

 

１．インプット 

 ・８割は短答の学習をきちんとすること 

  （43点を目標、四法に限っては８割取れるようにする） 

 ・残り２割は趣旨・判例 

 

２．アウトプット 

 （１） 答案構成は情報量で決まる 

・「どう書くか」より「何を書くか」 

  ・事例問題では「何を聞かれているのか」「それを伝えられているか」が重要 

  

（２） パターンをしっかりと身に着ける 

  ・いろんな問題を手当たり次第するのではなく、整理してパターンごとにする 

  ・同じ問題を繰り返し、出来るまでやる 

  



本試験データから分析！合否を分ける勉強法教えます！ ◆ 5 

無断複製・頒布を禁じます ＬＥＣ東京リーガルマインド 弁理士 

Ⅱ 答案構成をシステマティックに行う 

 

☆ 事案解決型    拒絶理由を判断（登録を受けられるか） 

 

           無効理由（取消理由）を判断（消滅させられるか） 

 

⇒何を使う？ ＝ Ｎ式総当り表 

 

 

☆ 措置問題     出願時 

           中間処理 

           権利行使する側 

           権利行使される側 

 

⇒何を使う？ ＝ 措置対策チェックリスト 

 

 

☆ 論述系      登録されるか 

           侵害を構成するか 

           法律関係 

 

⇒何を使う？ ＝ Ｎ式フローチャート 

 

 

☆ 手続き系     前置審査 

           審判・訴訟 

           条約絡み 

 

⇒何を使う？ ＝ 既成フローチャート 
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